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「税金は、難しくて面倒だ」と考えがちです。しかし、
知らないと思いがけないときに慌ててしまいます。
私たちにかかわりの深い基本的な「税の仕組み」に
ついて、お知らせします。

税金ってなんだろう？
私たちの生活の維持向上に使われる税金は、共同
社会を営むための、いわば「会費」のようなものです。

市県民税の仕組み
公共施設を整備するための資金となる地方税は、
多くの市民で分担することが望ましいものです。一
般には、市民税と県民税を合わせて、「市県民税」と
呼ばれています。
◇市県民税の種類
市県民税は、私たち市民が県や市に納めるもので
すが、ここでいう市民には、個人だけでなく、法人
も含まれます。
１．均等割
市内に住所のある個人、市内に事務所・事業所のあ
る法人、あるいは市内に事業所はないが寮などがあ
る法人にも課税されます。
２．所得割
市内に住所のある個人、または市内に事業所など
がある法人に課税されます。
◇個人市県民税の申告と納税
１．事業所得者など
市県民税の申告は２月16日（金）～３月15日（木）ま
で行います。それに基づき計算された市民税と県民
税の合計額を通常６・８・10月・翌年１月の４回に分け
て納付します。（普通徴収）
２．給与所得者（サラリーマンなど）
自分が申告する代わりに、勤務先が給与支払報告
書を市長に提出し、市ではこれを基に市県民税を計
算して、会社に通知します。この通知を受けた勤務
先は、毎月（６月～翌年５月）、給与から差し引いて
納付することになっています。（特別徴収）
市県民税は前年の所得を基に計算されますので、
退職した翌年も課税されます。
◇個人市県民税所得割の所得控除と税額控除
市県民税の所得控除は、種類は所得税と同じです
が、控除額が低く設定されています。
税額控除も同様の内容ですが、市県民税には住宅
借入金等特別控除はありません。

所得税（国税）の仕組み
　所得税は、個人の１年間のすべての所得から、所
得控除を差し引いた残りの課税所得に、税率を適用
して課税される税金です。
◇所得の種類
所得は、その性質によって次の10種類に分かれています。
①利子所得　②配当所得　③一時所得　④事業所得
⑤給与所得　⑥退職所得　⑦山林所得　⑧譲渡所得
⑨不動産所得　⑩雑所得
◇申告と納税
１．申告納税制度（事業主など）
納税者が自ら税法に従って所得と税額を正しく計
算し、納税する制度です。
所得税の確定申告受付けは、３月15日（木）まで行
われています。
２．源泉徴収制度（サラリーマンなど）
給与の支払者が源泉徴収義務者となり、その支払い
の際に、税額を差し引いて国に納付する制度です。こ
の場合、年末調整が済んでいれば確定申告の必要はあ
りません。ただし、次に該当する人は確定申告をしな
ければなりません。
①給与年収が2,000万円を超える人
② 給与や退職所得以外の所得の合計が20万円を超える人
③給与を２か所以上からもらっている人
◇所得控除と税額控除
所得税は、納める人に扶養親族が何人いるのか、病
気等で多額の医療費を支払ったかなど、個人的な事情
を加味して税負担を調整することになっています。
１．所得控除の種類
①扶養控除　　　　②医療費控除　　③寄付金控除
④障害者控除　　　⑤雑損控除　　　⑥基礎控除
⑦配偶者控除　　　⑧配偶者特別控除
⑨社会保険料控除　⑩生命保険料控除
⑪損害保険料控除　⑫地震保険料控除（平成20年度～）
⑬寡婦控除・寡夫控除など
２．税額控除の種類
①配当控除　　②住宅借入金等特別控除など

問　合　せ　本所税務課（内線112）
所得税に関すること　水戸税務署　☎029（231）4253

◎確定申告の受付
２月16日（金）～３月15日（木）まで本所・各支所において
申告を受付けています。詳細については市報１月号や既に
お配りしている「申告パンフレット」をご覧ください。
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